










































































































































































































































































14） こ う ち ミ ュ ー ジ ア ム ネ ッ ト ワ ー クWEBサ イ ト（2017年 ８ 月22日 取 得、http://www.kochi-
bunkazaidan.or.jp/~museum/network/konet_home.html）。
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域資料は現地保存が原則であるから、可能な限り、各地域で保存されることが望ましい。そこ
で考えられるのは、各市町村が管轄する資料館や博物館が地域資料を受け入れることであろう。
しかし、多くの施設では既に収蔵庫は資料で一杯であり、新たに地域資料を受け入れられる状
態にないのが現実であると思われる。
　こうした状況の中、高知県立歴史民俗資料館では、県内各地から収集した多数の民俗資料を
閉校した高校の体育館等に保管し、それらを地元の行政や住民等と連携しながら定期的に公開
するという活動を行っている15）。当館でも、平成28年（2016）12月に開催した開館プレ企画に
おいて、歴史資料収蔵庫としての休廃校の利活用を提起した。そこでは実現への課題として、
特に古文書等の紙資料の保存に必要な設備改修、あるいは資料の管理や公開の方法等が挙げら
れた。このことから、休廃校を収蔵庫のみに利用することは困難な場合が多いと考えるが、既
に集会所や宿泊施設等として利活用されている施設の一部に収蔵庫の機能を付加する等、休廃
校を管理する地域諸団体との協議・連携を前提とした検討の余地は十分にあると考える。
　３つ目の課題は、資料情報の公開についてである。住民が自らの地域の歴史を調査するため
に、あるいは他の博物館や大学との情報共有により地域研究の活性化を図るために、多くの地
域資料の情報が公開されるべきである。しかし、当館ではこれまで、調査が完了した地域資料
に関して、展示や報告会、印刷物等による公開は行ってきたが、資料目録や撮影画像等の公開
までには至っていない。その理由は、公開用データの作成に時間を要すること、またそれらを
担当する人員の不足等が挙げられる。
　多くの資料情報を公開するために、資料の撮影や目録編成等の調査方法の見直し、あるいは
大学等の研究組織との連携による体制づくり等、情報公開までを念頭に置いた調査のあり方を
検討する必要がある。
おわりに－連携の可能性－
　以上、当館の地域資料に関する活動の現状と課題について述べた。これをもとに、今後の活
動を進めていきたいと考えるが、その一方で、現実の活動を通じて強く思うのは、やはり単館
での活動では限界があるということである。地域資料の保存や調査を広く進めていくためには、
単館による単発の活動だけでなく、複数の組織による連携・協力によって、県全体の活動にし
ていくことが必要であろう。
　これは資料館や博物館だけでなく、県や市町村、教育委員会や史談会、寺社等の地域資料に
関わる様々な人たちが総力で考えなければならない問題であり、それら組織間においては現状
と課題の共有と、それを実現するための体制づくりが必要である。したがって高知県において
は、先述したこうちミュージアムネットワークの地域資料調査部会の活動が重要な意味を持つ
と考えられる。しかし、このネットワークは行政機関ではなく会費制もとっていないため予算
が十分に確保できないこと、また多様な個人・団体による組織であるため意思決定に時間を要
15） 活動の経緯は「旧大栃高校への資料の移動」（『高知県立歴史民俗資料館年報』No.21、2012年、
71-72頁）を、資料の公開等の活動内容は「旧大栃高校の活用」（『高知県立歴史民俗資料館年報』
No.26、2017年、54-56頁）を参照。
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すことから、資料に関する依頼に対して直ちに現場で調査を行うといった「速攻の対応」が難
しいという点において体制の弱さは否めない。このような課題を地域資料調査部会が中心と
なって解決し、活動をさらに充実させることで、全県的な地域資料の保存・調査の動きに結び
つくと考える。
　また、地域資料の保存・調査を県全体の運動にしていくためには、博物館や行政等の組織に
よる連携だけでなく、実際に資料を伝えていく地域（住民）と問題意識を共有することが重要
であり、地域資料の問題に取り組む上で不可欠な視点であろう。地域の歴史文化を守り伝える、
この重要性をいかに共有するかという意識にかかっているのである。したがって、博物館や行
政としては、地域資料に関する活動において住民がどのようにして関わることができるのか、
あるいは住民の主体的な動きを喚起するような取り組みとはどのようなものかについて、検討
すべきである。
　冒頭で述べたように、新しい博物館に「歴史や文化による地域振興、観光振興への寄与」と
いう使命が加えられたが、本稿で紹介した活動事例は全て、旧山内資料館時代に開始したもの
である。つまり、使命が掲げられたことを理由に活動を行っているのではなく、それ以前より、
当館では博物館と地域の関係のあり方について課題設定を行い、問題に取り組んできたのであ
る。活動を継続する中で、地域資料の問題は県全体の問題であることを再確認し、今後はさら
に様々な分野と対話し連携をとって活動を充実していく必要があると考えている。
　土佐の大地で展開した歴史、特色ある豊かな文化、そしてそれを継承していこうとする「今」
をいかに考えるか。それが地域の未来を改めて考えることに繋がるのではないだろうか。
